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校長 中里 倫

２学期もありがとうございました。たくさんの行事があった２学期でしたが、子ども
たちは様々な活動を通して、一回りも二回りも大きく成長を遂げてくれました。明日よ
り、２週間の冬休みとなります。健康・安全に気をつけて、３学期も元気に登校してく
れることを願っています。

校内マラソン大会 ～真美 Marathon 2025～

冬の澄んだ空気の中、子どもたちが一生懸命に駆け抜けた校内マラ
ソン大会。沿道からの「がんばれ～！」という温かい声援が、子ども
たちの背中を力強く後押ししてくれました。
自分の目標が達成できた喜びをかみしめる子、思うような走りがで

平和学習報告会
１２月１２日、６年生による平和学習報告会が行われました。修学旅行などを通して、

命の尊さや平和の大切さを学んできた６年生、その表情は真剣そのもので、自分たちの言
葉で精一杯、下級生に大切なメッセージを届けてくれました。
「今、自分たちが享受している平和な毎日は当たり前のことで
はない。」「今も戦争をしている国がある。自分たちには何がで
きるだろうか。」など、６年生たちの訴えを、下級生たちも真っ直
ぐな表情で受け止めてくれていました。

～児童のみなさんへの話 （終業式より抜粋）～
いよいよ明日から、楽しみにしていた14日間の冬休みが始まります。校長先生は、みんな

にこの冬休みで、「心の貯金」をたくさん貯めてきてほしいと思っています。「貯金」と聞
くと、おこづかいを貯めることかなと思うかもしれませんね。でも、ここで言う「心の貯
金」は、目に見えない、もっともっと大切なものです。心の貯金箱に貯められるものは、主
に３つあります。１つ目は、「優しさの貯金」です。冬休みは家族と一緒に過ごす時間が増
えます。大切な家族のために、何も言われなくても自分から進んでお手伝いをしてみましょ
う。誰かのために行動すると、相手の笑顔が見られます。その笑顔こそが、みなさんの心の
貯金箱を満たしてくれるのです。２つ目は「発見の貯金」です。普段は忙しくて見逃してい
る小さなことに、アンテナを向けてみましょう。身近なことに疑問をもったり、図鑑や本を
開いて調べてみるのも立派な「発見の貯金」です。３つ目は「感謝の貯金」です。私たちは、
たくさんの人の支えがあって生きています。冬休み中、食事を作ってくれる人、習い事など
に行くのに、送り迎えをしてくれた人、仲良く遊んでくれた人に対して、きちんと「ありが
とう」を言葉にしてほしいです。
１月７日から始まる３学期は短いですが、卒業や進級に向けて大切な準備をする期間です。

冬休み中に貯めた「優しさ、発見、感謝」の心の貯金をたっぷりと持って、始業式に、一回
り大きくなったみなさんと会えるのを楽しみにしています。

きずに悔しがる子など、それぞれでしたが、そのどれもが、一生懸命にマラソンと向き
合った素晴らしい姿です。
前を向いて一歩ずつ進み続けたその足跡は、心の中にある「自信」と

いう名の宝物になったのではないでしょうか。

保護者のみなさまにおかれましては、沿道での安全管理と温かい声援
をいただきました。あらためて感謝申し上げます！
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